



ことを表明した。現在、ロボカップ日本委員会と連携しながら「ロボカップ世界大会 2017 in Nagoya」
を実現するため誘致活動中である。2017 年は、第 1回ロボカップ世界大会が名古屋で開かれた 1997 年
からちょうど 20 年という、大きな節目となる。このため、ロボカップ発祥の地で再び世界大会を開催
することは、日本ばかりでなく世界の多くのロボカップ関係者の悲願となっている。
中京大学人工知能高等研究所（IASAI）ではこのような状況を踏まえ、2015 年 4 月より「Ai ロボッ
トプロジェクト」をスタートさせた。これは「ロボカップ世界大会 2017 in Nagoya」に向け、ロボッ
トおよびこれに関わるAI（人工知能）技術研究を支援する 2017 年までの時限プロジェクトである。そ







福村：環太平洋人工知能国際会議（PRICAI：PACIFIC RIM INTERNATIONAL CONFERENCE ON 
ARTIFICIAL INTELLIGENCE '90) を開催し、自らGeneral Chair Person を務めた。もう１つ








左より輿水 IASAI 所長、福村先生、インタビュアー 沼田









沼田：1997 年 8 月に名古屋で開催された人工知能国際会議で、ロボカップ世界大会をするようになっ
た経緯についてお聞かせください。
福村：人工知能国際会議付帯の学術イベントとして、ロボカップ世界大会を開くことになった。開催を










































































IASAI 設立の経緯を振り返る IASAI 輿水所
長（左）、福村先生
